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2005年 九州大学工学部建築学科 卒業
2011年 九州大学大学院人間環境学府博士課程 修了
九州大学 大学院人間環境学研究院学術協力研究員
同大学 大学文書館百年史編集室テクニカルスタッフ、
山口大学助教を経て、
2020年より同准教授となる。

准教授
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室内における空気質に関する研究

・ 空気環境
・ 光環境
・ 環境計画
・ 建築設備

現 代人は一日85～95％の時間を室内で生活するため、室内の空気汚染は

居住者の健康に大きく影響を与えている。室内の空気を汚染させる化学

物質は沸点によってVVOCs、VOCs、SVOCs、POMに区分されている。特に、SVOC

物質は沸点が高く、揮発性が低いため、気中よりハウスダストなどの表面に付着

することが多い。室内のSVOC汚染物質としては可塑剤、難燃剤や殺虫剤などが

挙げられており、DBP、DEHPなどのフタル酸エステル類は玩具、医療機器、PVC系

の床材や壁紙、車の内装材などや一般的な生活用品にも幅広く使われている。室

内に汚染されているフタル酸エステルは経口、呼吸、皮膚吸収によって曝露され

る。特に、子供はハウスダストを摂取することによってフタル酸エステルを摂取す

ると報告されている。子供のハウスダストの摂取量は成人より10倍以上多く、ハ

ウスダスト中フタル酸エステルの濃度と子供の喘息やアレルギーには関係性が

高いと報告されている。そのため、室内におけるSVOC汚染濃度の測定及び

SVOC汚染源を探索することで、室内のSVOC汚染濃度を削減することを目指す。

2010年 早稲田大学大学院 建築学科 博士後期課程修了        
早稲田大学 建築学科 助手、
同大学理工研究所 研究員講師を経て、        
2016年 山口大学 助教となる。        

金  炫兌  助教
 Kim Hyuntae

マイクロチャンバーを用いたPVC建材からの準揮発性有機化合物
（SVOC）放散速度測定
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中心市街地再生のための建築デザインと
仮設的空間利用について実践と研究

・ 環境デザイン（建築、都市、ランドスケープ）
・ 設計論
・ 建築論
・ 保存・再生

車 社会の進展や生活・購買スタイルの変化等によって、中心市街地が衰退

しています。この様な都市の状況や生活様式を昔に戻すことは不可能で

すが、空き地や空き家・空き店舗をこのまま放置して良いわけではありません。ま

ちなかには駅や道路、上下水道などの立派なインフラがあり、空き地や空き家と

併せ、これらを総合的な社会ストックとして引継ぎ、活用することが研究・設計活

動の課題です。手法として、①スポンジ状に分散した空き地や空き家を個々に活

用するだけでなくネットワーク化して繋ぎ、エリア価値や魅力を生み出すこと、②

仮設的に空間を活用する社会実験を繰り返し、賑わい創出と同時に空間活用の

最適解を見出すこと、③建築は人々の活動を包む器であり、交流や賑わいを生み

出すインターフェイスと捉え、依り代となる形態デザインに取組んでいます。日本

文化には空間を仮設的に活用する歴史があり、上記の現代都市・建築の課題に

適用できるとも考えています。

1982年 京都工芸繊維大学工芸学部建築学科卒業
2017年 鹿児島大学大学院理工学研究科博士後期課程修了
住友（現三井住友）建設、Johnson Fain and Pereira Associtates、
ArchiPrime一級建築士事務所        
2010年 鹿児島工業高等専門学校准教授、2012年 同教授を経て、
2018年より山口大学教授となる。        

岡松  道雄  教授
 Okamatsu Michio

衰退した中心市街地の商店街社会実験イベントにおいて仮設物を
活用し創出された賑わいの様子
（2017年5月鹿児島県いちき串木野市で実施）
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ゼロエネルギービルの快適性及び
知的生産性に関する研究

・ 環境設備計画
・ 建築設備
・ 熱環境
・ 空気環境

近 年、省エネルギーや再生可能エネルギー利用などにより、建物内のトー

タルのエネルギーの年間使用量をほぼゼロにしようという「ゼロエネル

ギービル（ZEB）」に対する要求が高まってきています。本研究室では、ゼロエネル

ギービルを設計・計画する上で必要な要素技術について研究開発を行っていま

す。断熱性能向上などの建築的なパッシブ手法による負荷低減から、再生可能エ

ネルギーを利用した設備の高効率化、最適運転制御によりZEB化を達成するた

めの技術について総合的に検討しています。また、省エネのために暑さや寒さを

我慢することなく、居住者の健康・快適性を第一に考えた環境を実現するため

に、空調設備などの適切な選定や運用を行い、快適性を維持しながら省エネル

ギーを達成することを目標としています。

1990年 新潟大学工学部建築学科卒業
1999年 新潟大学大学院自然科学研究科修了
設備専門工事会社の研究所勤務を経て、
2017年より山口大学准教授となる。        

桑原  亮一  准教授
 Kuwahara Ryoichi

日本初の改修によるZEB建物。屋上には太陽光発電や太陽熱集熱器を設置
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1998年 京都大学工学部建築学科卒業
2007年 京都大学大学院工学研究科修了
大阪市立大学都市研究プラザ博士研究員
京都大学大学院医学研究科特定助教、
山口大学講師を経て、
2020年より同准教授となる。

准教授
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2003年  山口大学工学部卒業、2004年同大学大学院
博士前期課程修了        
2007年  山口大学大学院博士後期課程修了、博士(工学)取得        
豊橋技術科学大学地域協働まちづくりリサーチセンター
非常勤研究員        
日本学術振興会特別研究員（工学）        
山口大学助教を経て、2019年より同准教授となる。        

小林  剛士
Kobayashi Takeshi

地方都市における持続可能な
都市構造の形成手法とその評価

・ 都市・地域計画
・ 行政・制度
・ 景観・環境計画
・ 空間・環境統計

人

住宅市街地における省エネ・創エネ技術の導入効果と整備空間の
イメージを可視化するインタラクティブ・ユーザーインターフェイス

口減少、少子高齢社会下にある地方都市を対象として、主に①都

市構造評価と②景観形成支援の大きく２つのテーマとした研究

を行っています。前者は、将来の土地利用、建築活動をはじめとする都市

活動を統計的に予測、評価し、利便性の向上と環境負荷の低減に貢献で

きる都市構造について地理情報システムを用いて表現し、都市に関わる

計画策定の支援を目的としています。後者は、住宅地や商業地を対象とし

た都市整備事業について、コンピュータグラフィックス技術を用いて整備

後の都市景観のイメージを事業者や市民に提示しながら、両者の協議の

基で良好な都市景観を整備するための手法を提案するものです。

都市を取り巻く課題は、科学技術の革新とともに大きく変化することが予

測されています。省エネ・創エネ型の都市構造の評価や次世代技術

society5.0の導入が都市構造に与える影響を予測するなど、技術導入に

適した未来の都市デザインを追求しています。

Architectural Design
and Engineering

准教授

http://www.urban.kde.yamaguchi-u.ac.jp/WEBサイト
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2014年 九州大学 芸術工学部 環境設計学科 卒業        
2019年 九州大学大学院 芸術工学府 博士課程修了        
(2015-2017年 パリ・ラ・ヴィレット建築大学/
2017-2019年 ETHチューリッヒ校 研究留学)        
2017-2019年 日本学術振興会特別研究員を経て、        
2019年より山口大学助教となる。       

白石  レイ
Shiraishi  Rei

スラムに学ぶ、参加の住宅計画とまちづくり　
日本はどうする？

・ 住宅論
・ 都市・地域計画
・ 意匠
・ 環境デザイン（建築、都市、ランドスケープ）

ス

現地調査では住宅地を訪ね、住民の人に話を聞きます。また、スラム地区で
実際に建築ワークショップを行い、参加型設計を行います。

ラム問題と聞くと、皆さんはどのような光景を思い浮かべるでしょうか。

汚くて危ないところ、国が発展していないところというイメージが強いか

もしれません。そして、その裏には日本は進んでいる、助けてあげる立場だとい

う潜在的な意識があるのではないでしょうか。しかし、建築、特に私たちに最も

身近な住宅のつくり方について注意深くみてみると、必ずしもそうとは言い切れ

ません。日本では、周囲の人々と関わらない孤立した住宅がビジネスのためだ

けにつくり続けられています。そして、お金持ちは良い家に住み、貧乏人はみす

ぼらしい家に住むのが当然だと考えられています。一方、私たちのチームが調査

を行っているフィリピンでは、政府が低所得のスラムに住む人々のために参加

型の住宅事業をしっかり行い、近所の人と助け合える、豊かな共有空間のある住

宅が数多く計画されているのです。都市の7割を占めるたくさんの小さな住宅

を、そこに根ざすコミュニティを、どう豊かにしていくのか。日本がスラム問題か

ら学ぶべきまちづくりの知恵について研究しています。

Architectural Design
and Engineering

2006年 韓国・中央大学工学部建築学科卒業
2013年 東京大学大学院新領域創成科学研究科
博士課程修了 博士(環境学)
日本学術振興会 特別研究員(PD)、
東京大学大学院新領域創成科学研究科特任研究員、
山口大学助教を経て、2019年より同准教授となる。

宋  俊煥
Song Junhwan

サステナブルな都市・地域づくりの観点から
アーバンデザイン・マネジメント手法の開発

・ 都市・空間デザイン
・ 都市・地域開発
・ コンパクトシティ
・ エリアマネジメント

都

「継承拠点」・「縮退区域 ( 空き地・
空き家集約街区 )」を設定し、予測
人口に見合った余剰住居床の算出
によるスマートシュリンキングモ
デルの提案

市は、永遠に未完成であり社会動態の変化や地域社会のニーズ

に応じて制度が変わり、制度に従い空間が変わります。また、空間

と社会的ニーズの齟齬から地域社会の活動(マネジメント)が生まれ、それ

が更に制度を変化させていきます。アーバンデザイン・マネジメントとは、

その循環の中で良い方向を見つけるための仕事であり、その変化に応じ

た解決策を空間デザインの観点から探求する役割を担っています。

　アーバンデザイン学、都市計画学、建築計画学の分野を基礎とし、街路・

街区、地区、都市圏に至る様々なスケールから空間を評価・解析・予測し、

適正な空間デザインやマネジメント手法を開発する研究を行っています。

特に地方都市は少子高齢化や人口減少が著しく、今後どのように都市を

縮小していくべきかが大きな課題です。都市の未来像を予測し描きなが

ら、地方都市型コンパクトシティ・スマートシュリンキングの方法について

研究を進めています。
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、山口大学准教授を経て、
2017年より同教授となる。

1983年京都大学工学部建築学科卒業
1993年米国BRWON大学応用数学部にてSc.M取得
2000年京都大学にて博士（工学）
鹿島建設（株）を経て、
2019年より山口大学教授となる。

山田  和彦
Yamada kazuhiko

斬新な形をした安全・安心な建物を創る
―近未来の街に建つシンボルとして

・ 構造解析
・ 構造設計
・ 構造制御
・ 耐震設計

設

直方体パーツを立体的に重ねた建物（上）や複雑な曲面で構成した建物（下）を
３D－CAD でデザインし、シミュレーションにて安全性を確認している状況

計者が頭に思い浮かべた、紙面では簡単に表せない斬新な形の

建物を３D－CADにて描く。それを３次元モデルにして安全性を

評価するシミュレーションを行う。出来上がりは３Dプリンタにて確認す

る。力学に関する難しい作業はアプリに委ね、設計者の自由な発想を出来

るだけ簡単に具現化できるような設計法の構築を目指しています。

斬新な建物の絵を描いただけでは、建物としては成立しません。地震や台

風が来た時にも安全・安心であるように力学的に合理的で、かつ経済的で

あるように、各部は適切な大きさを持つ構造となるようにされます。

安全・安心な建物とするためには、建物に作用する力とその影響を知らな

くてはなりません。作用する力による影響を最小限に抑えるための技術開

発も必要です。さらには、衝突や爆発などに対しても安全・安心でなけれ

ばいけない場合もあります。これらについても、併せて研究しています。
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